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1　は　じ　め　に

秋田県の肉豚生産は，主にランドレース種，大ヨークシャ

ー種，デュロック種，ハンプシャ一種等の純枠種を用いた

三元交雑によっているが，今後は従来にまして規格の揃っ

た良質な豚肉に対する需要の増大が見込まれるため，産肉

能力が高く．遺伝的に斉一な純粋種豚群の整備が必要となっ

ている。

このような課題に応えるため、肉豚生産の基礎母豚にな

るランドレース種について，秋田県畜産試験場で系統豚の

造成を行い，第6世代で造成を終了したので．その結果を

報告する。

2　試　験　方　法

（11試験期間1983年から1990年

（2）選抜の方法

造成中の集団の大きさは雄10頭，雌40頑を標準とした。

30kg時に一次選抜を実施し，発育を主体に選び，乳器．

生殖器などに欠陥のあるものを除いて，1腹から雄1頑，

雌3頑を育成豚として選び，更に同腹の堆2頑を去勢して

調査豚とした。

90kg時の二次選抜では，育成豚自身の成績をもとに選抜

指数式の順に，肢蹄の健全さを加味して種豚候補豚を選ん

だ。

改良形質は1日平均増体重（DG），体長二分の一部位

の背脂肪の厚さ（BF）及び同部位のロース断面積（EM）

の3形質で，DGに他の1．5倍の重み付けをした。

試験に用いた選抜指数式と改良目標は表1のとおりであ

る。

なお，50日齢～60日齢でハロセン麻酔を行い，陽性反応

表1選抜指数式と改良目標

増抜指数式1＝0．Ⅰ2982Xdg一日，21378Xbl＋1．05702Xem－49．805叫
（Xdg：個体の1日平均増体罰の成績）
（Xbt：個体の背脂肪の厚さの成績〉
（Xem：個体のロース断面格の成績）

改　良　R　捷

形質　　改良目標値　基礎製団の推定値　遺伝的改良最　　備　　　考

DG　　　　785g　　　　　鎚O g lO5g　　　30－鮒k
BF l．5亡■　　　　1．8印　　　　－0．3（℡　　体長二分の一部位

EM　　　　　34d　　　　　　30cd　　　　　　4．0Cd

を示す雄は淘汰した。

3　試験結果及び考察

（1）世代経過と産肉成績の推移

各世代の選抜は順調に経過し，育成豚と調査豚の産肉成

績の推移状況は図1のとおりであった。育成豚は基本的に

選抜指数値の順に選抜したが，雄については肢蹄の状態，

姐こついては体型，肢蹄の状態，乳器を加味した。
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図1産肉成績の世代経過
世代

（2）繁殖成績

繁殖成績は，表2のとおりであった。第3世代で1腹平

均慶子数が少なくなったが．第4tt上代以降回復している。

（3）育成豚の体型の変化

第6世代までの育成豚の休型は，体長が短くなり，体高

が低くなる傾向にあった。

（4）基礎豚の相対寄与率

堆11頑，雌52頑の基礎豚のうち第6世代で寄与している

のは雄10頑，雌22頑であったが．相対寄与率は第4世代

以降ほぼ安定してきた。

（5）血縁係数及び近交係数の推移

血縁係数及び近交係数の推移は，図2のとおりである。

集団の平均血縁係数は世代が進むごとに約3％の上昇を

示し∴第6世代で系統認定の基準である20％に適し，また

全ての個体間の血縁係数が10％を超えた。
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表2　繁殖成績

基礎豚 交　 配 受 胎
頭 数

受胎率 分　 娩 産子数 （頑） 平 均
産子数

哺乳開
始頭数

離 乳
頭 数 育成率

棒雌豚 頭　 数 雄 」
雌 計

（頗） （頑） （頑） （％） （頑） （頑） （頭） （頑） （％）

5 0 4 9 4 6 9 3 ．9 4 2 2 0 7 2 18 4 2 5
1 0 ．12

9 ．3 8 7 ．9 5 8 4 ．7 7 1．2 1 －

4 7 4 3 4 0 9 3 ．0 38 17 2 18 7 35 9 9 ．4 5 8 ．63 7 ．7 4 8 9 ．6 9 1 ．15 6 ．3 7

5 0 4 7 4 4 9 3 ．6 4 1 2 16 2 0 5 4 2 1 10 ．2 7 9 ．0 2 8 ．5 6 9 4 ．9 0 1 ．19 6 ．0 9

4 9 4 7 4 4 9 3 ．6 3 8 16 6 】6 3 3 29 8 ．6 6 7 ．2 6 6 ．8 1 9 3 ．8 0 1 ．19 6 ．6 0

4 3 4 0 38 9 5 ．0 3 4 14 5 1 7 1 3 16 9 ．2 9 8 ．3 5 7 ．4 7 8 9 ．4 4 1 ．17 6 ．6 6

4 7 4 3 4 0 9 3 ．0 3 5 17 0 14 6 3 1 6 9 ．0 3 7 ．5 4 7 ．2 3 9 5 ．8 3 1 ．17 6 ．5 6

59 59 5 6 9 4 ．9 5 3 2 2 7 2 14 4 4 1 9 ．日 8 ．7 2 8 ．3 2 9 5 ．4 5 1 ．2 6 6 ．6 0

平均近交係数は，第3世代から上昇を示し．第6世代で

7．4％にi垂した。
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図2　血縁，近交係数の推移
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（6）ハロセンテスト

ハロセンテストにより，雄の陽性豚を集団から淘汰して

きた結果，陽性率は第11！上代で15％だったが．第6世代で

1．2％に低下した。

（7）調査豚の産肉成績

調査豚の発育は世代を追って早くなり，またロース断面

積も増加の傾向を示した。

他の成績は，世代ごとの変動は少なかったが，枝肉の上

物率はほぼ毎世代向＿l二した。

4　ま　　と　　め

（日　通抜指数値は順調に伸びており，全体として．改良

効果が認められた。

（2）産肉能力は系統認定基準にかなっており，系統とし

て十分な能力を有していると考えられ，血縁関係も系統認

定基準に適したので，第6世代で造成を終了した。

（3）繁殖成績はほぼ安定して良好である。

（4）2年4月に「アキタL」と命名され，7月に日本種

豚登録協会から系統として認定された。
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